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EGCGによるサイトカイン産生誘導による免疫賦活化表 題

免疫賦活剤適用製品

本発明は、緑茶由来低分子化合物である(-)-Epigallocatechin-3-gallate (EGCG)によ

るマスト細胞活性化とそれによるサイトカイン産生誘導を介する免疫賦活化を目的とす

る。

目 的

糖尿病のような生活習慣病や老化によって、免疫細胞の機能が低下し、病原菌、ウイ

ルスに対して易感染性となる。このような免疫低下患者の免疫を賦活化する薬剤はこれ

まで主にT細胞を標的として開発されてきた。しかし、T細胞によるサイトカイン産生の増

強は、過剰になると、サイトカインストームを生じて、重篤な副作用を起こす。

本発明は、従来の免疫賦活化剤とは異なり、マスト細胞をターゲットとする。発明者ら

は、EGCGがマスト細胞を活性化して、IL-13, TNF-alpha等のサイトカイン産生を誘導す

るが、脱顆粒は誘導しないことを発見した。これらの産生は、T細胞によるそれと比較して

小さく、マスト細胞が組織固定型であるため、局所的である。EGCGは、脱顆粒は起こさ

ず、またT細胞の活性化には、負に働くことが示されているので、即時型のアレルギーや

サイトカインストームを起こさずに免疫賦活化が期待できる。
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